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第２回目の講師としてお越しいただいたのは，行動

療法的アプローチに関する研究で全国的に有名な小林

重雄先生です。先生には，県のサポート事業でも専門

家チームとして巡回相談や連携協議会等で大変お世話

になっています。大変ご多忙な中，コーディネーター

の方々の専門性向上のためならと快くお引き受けくだ

さいました。

講義では１時間余りという短い時間でしたが，専門

的なお話を分かりやすくお話くださいました。

後半は小グループに分かれて各自作成してきたﾚﾎﾟｰﾄ

を基に，子どもの見方を中心に話し合いをしました。

運動会などの学校行事でも見通しを持って，落ち着

いて活動に取り組めるよう，一人一人に応じていろい

ろな工夫をしています。

・日ごろ感じていることをスパッと言っ

てくださって，気持ちがすっとした。

。・特別支援教育の問題点がよくわかった

。・具体的な役割の在り方が分かりました

社会的な自立に向けて支援を進めてい

ければと思った。

・対象者へのアプローチの仕方など教え

ていただき，明日からでも対応できる

こともあり，勉強になった。

・将来の姿を想定して，今，目の前にい

る子の指導を考えていかなければなら

ないのがわかった。

個別のｽｹｼﾞｭｰﾙです。左は練習の順番

を書いた紙をボードに挟んで，終わっ

たら折るようにしているものです。上

はﾌｫﾄｱﾙﾊﾞﾑを使って，めくっていくこ

とで運動会の流れが分かるようにして

います。いずれも，本人に合わせてオ

ーダーメイドで作成しています。

。開会式の流れを示しています

終わったカードは取っていくこ

とで終わりが分かるようにして

います。


